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仕事をしながら2年間、通信教育で勉強して今年3月に正看護師の資格を取りました。受

験直前のリフレッシュ休暇も毎日12時間の勉強詰め（笑）。苦しくて何度もやめたくなったけ

ど、職場の人も家族も応援してくれて、なんとかがんばれました。福祉楽団の能力開発支援

金を利用させてもらって、とてもありがたかったです。いま仕事で特に力を入れているのは、

「子育てこまったcafe」の準備。子育てに負担や不安を抱えているママの力になりたくて企
画しました。愚痴をこぼせるような、気軽に話せる場をつくりたいなって。自分の子育ての苦

労や経験を地域で活かしたいとずっと思っていたんです。息子（21歳）も娘（19歳）も大きく

なったけど、いまも娘のお弁当は毎朝つくります。手抜きしちゃうことも多いけど（笑）。
私の仕事は、子どもから高齢者の方までさまざまな人の相談にのることなので、スマホは大
事な道具ですね。電話もLINEも使うし、ケアコラボも活用してます。台風 15号・19号のあ

とには、地域をまわって被災状況を記録したり、水やトイレが使える公共施設の情報を共有す

るのにも役立ちました。LINEのトップ画像は、うちのワンコのミミィのうしろ姿。家ではいつも
ミミィに飽きられるまでじゃれ遊びます。休日はだいたい家事や買い物で終わってしまうけど、

パンが好きで、一番好きなパン屋「石窯パン工房ル・マタン」によく行きます。石窯で焼くの
でおいしいですよ。新しいパン屋の情報が入ったら、都内ぐらいまでなら行っちゃいますね、

旦那を道連れに（笑）。

子育てのこまったを気軽にお話しませんか

香取CCC

●子育て中の方なら誰でも︕
●12/11(水) 10:00～12:00
●佐原北3-2-13 香取CCC
●参加費︓100円(お茶代)

Meet How Lunch.1

♩ 参加をご希望の方はご連絡ください ♩
0478-50-1919
or Line QR

詳細はツイートで︕
@KATORI₋CCC



垣根のない社会をつくりたい
櫻田品絵さんインタビュー

千葉県多古町に住む櫻田品絵さん（69）は、四肢の感覚と運動が

徐々に低下していく進行性の難病のため、2018年1月から「杜の家く

りもと」の訪問介護サービスを利用している。

櫻田さんの生まれは青森県弘前市。体に異変が起きたのは幼稚園

の頃で、「ボールペンのノックができなくなった自覚はあったけど、誰

にも言わなかった」と当時の心境を語る。病院に行き、進行性の難

病であることが判明した時は、「対策を講じられるから、病気のことを

聞いてスッキリした」と前向きに受け入れた。

子どもの頃から人見知りをしない性格のため、櫻田さんには多くの

出会いがあった。「常に誰かの“助け”があり、活躍の場を与えてくれ

た。その機会をどうしたら活かせるかを考えると、クヨクヨしている

暇はない」と考えるようになった。

事務の仕事のため、30代で千葉県多古町に引っ越してきた。趣味

が多く、これまでに合気道、気功、合唱、俳句、朗読、生け花など

に取り組み、俳句と朗読は今も続けている。年4回、千葉県成田市

で歌や体操、津軽弁講座などをみんなで行う『ラララ歌フェ』を開催

していて、その主催者の一

人として、参加した人たち

が笑顔になるような時間を

届けている。

「病気という現実と向き

合い、自分を肯定して行動

することで道は拓ける」と話

し、それを『ラララ歌フェ』

で実践する櫻田さん。その

強さの支えになったのは、

“越えられない試練は与えら

れない”という聖書の言葉

だった。

家は“本屋”の介護職員
植村航さんインタビュー

W O R K E R C L I E N T

植村航さん（25）は「杜の家やしお」で働く入職1年目のケアサービス

ワーカーだ。大学では社会福祉学を学び「社会福祉士」の資格も持つ。

就職活動の当初は民間企業への就職を考えていた。しかし、面接で

“やりたいこと”を聞かれても、その理由を無理矢理に考える自分がいて、

内定をもらえずに就職留年することを決めた。沖縄で住み込みのアルバ

イトをしたあと、図書館でアルバイトをしながら就職活動をしているとき

に福祉楽団に出会い、良い意味で“福祉っぽくない”ことに魅力を感じ

た。介護は未経験で不安だったが、職場体験を経て就職を決めた。

2か月間の研修で介護に関する知識や技術を学び、特養に配属に

なった。「ケアに時間がかかると入居者さんの生活のリズムが崩れてしま

うし、自分が焦ることで不安にもさせてしまう。だから、最初の頃は時

間通りにケアをすることに意識がいきがちだった」と当時を振り返る。

「でも、自分がここで暮らしていると考えたら、時間通りにコーヒーを出し

てもらうことより、笑顔で声をかけてくれたり、話を聞いてくれたりするこ

との方が嬉しいと考えるようになった」と話す。

今は、以前よりもコミュニケーションがとれるようになり、会話や表情

からその人の思いを汲みとることで、ケアを考えるのが楽しくなった。ま

た、理学療法士の職員に声をかけて移乗介助の方法を学んだり、「精神

保健福祉士」の資格取得を目指していたりと、スキルアップにも意欲的だ。

将来のことを聞くと、「新しいことに前向きな法人だから、興味がある

事業をやるときにはチャレンジしてみたい。分野に縛られずいろんな人の

相談に乗れるようになりたいし、実家が書店を経営していて昔から読書

が好きなので、本を活かしたサービスなども考えてみたい。あとはパート

ナーが欲しいですね（笑）」とはにかんだ。

穏やかに、言葉を選びながら話す植村さん。今の彼からは、“やりた

いこと”が熱い思いとともに自然と湧いてきていた。

text : KYUKO Hirotakatext : ABE Akiko

しなえこう



今秋の台風15号による暴風とその後の停電、つづく台風19号、

台風21号への警戒態勢は、福祉楽団にとって経験したことのないも

のだった。停電は7日間以上続き、台風一過の猛暑では、一時7名

の入居者に、体温が上昇するなど熱中症のような症状が現れ緊迫し

た事態となった。こうした災害対応にあたって、専門職の派遣や物

資提供など多く支援をいただき難局を乗り越えることができた。

台風15号上陸の前日は風もなく静かだった。午後3時に災害警戒

態勢を発令し、すべての拠点で燃料の確保や備蓄品の確認などに

追われた。9日の未明、暴風とともに施設は次々と停電していく。

台風15号でもっとも被害を受けたのは千葉県香取市の「杜の家くり

もと」だ。施設につながる道は倒木で通行できなくなり、施設は一

時孤立状態に。チェーンソーが使える職員が駆けつけて道を切り開

いた。しかし、停電は続き、気温は上昇していく。台風が襲来した

当日の昼には熱中症と思われる症状の入居者が増え始め、夕方には

1名が緊急搬送された。この日は、千葉県内の高速道路がほとんど

封鎖されており拠点間での応援体制が組めなかった。10日の午前、

香取市から要介護者の受け入れ要請があり、停電の中、17名の高

齢者を新たに受け入れることになる。職員にも限界があると判断し、

連携している他の社会福祉法人に職員の派遣要請をした。その日の

夜には、神奈川県の「愛川舜寿会」と北海道の「ゆうゆう」から介

護職員4名が到着、11日には、岐阜県の「総合在宅医療クリニッ

ク」と福井県の「オレンジホームケアクリニック」から医師と看護師

などからなる医療チーム5名も到着する。このあとも途切れずに続い

ていく専門職の派遣は、福祉楽団の現場に大きな安心感をもたらし

た。一方で、携帯電話は不通で、固定電話やインターネットもつな

がりにくく行政機関への連絡や119番もできない状態が続いていた。

熱中症の高齢者を助けたのは「氷」だった。香取市内の「芝山農

園」さんが、業務用の「氷」を大量に提供してくれ、入居者の身体

を冷やすのに役立った。12日の午前0時20分ごろ東京電力の電源

車が到着し、電力が仮復旧する。その場にいた誰もが電源車という

R E P O R T

倒木で施設は一時孤立に
～台風災害レポート～

9月～ 10月の災害対応　福祉楽団まとめ
福祉避難所の開設 …………… 延べ23日
施設による避難者の受け入れ …… 延べ164人

1階の利用者を2階に避難しているところ

災害対応にあたった職員 ……… 延べ154人
施設・設備被害総額（概算）… 9,540万円

ものを間近で見たのは初めてだった。電源車の到着は施設運営に余

裕をもたらし、12日からは、地域の独居高齢者などへの戸別訪問や、

地域の人向けにお風呂を開放するなど、視野を広げることができた。

お風呂の開放は大好評だった。台風15号では、千葉県成田市の

「杜の家なりた」も停電はしていたが、大型の自家発電装置を設置し

ていたため影響は小さくて済んだ。しかし、埼玉県八潮市にある

「杜の家やしお」は9月11日午後10時ごろに施設に落雷、自家発電

装置を含む電気系統が損傷し12日の午前8時ごろまで停電した。

就労支援施設の「恋する豚研究所」に電力が復旧したのは9月16日

午後5時のことだ。その間、冷蔵庫が使えず営業は停止、商品も

廃棄せざるを得なかった。

台風15号からの復旧もできないまま、10月12日には台風19号が

上陸。大雨により中川や利根川の水位が上昇し、埼玉県八潮市の

「杜の家やしお」では警戒のため1階の入居者を2階以上に「垂直避

難」する措置をとった。千葉県香取市でも利根川沿いの地域に「避

難勧告」が発令され、10月13日の夜には職員の家族なども含む17

名の避難を受け入れた。さらに続いた台風21号の大雨でも帰宅困

難となった職員や、千葉県成田市の「杜の家なりた」に近い「北印

旛沼」に氾濫危険情報が出され10月25日に福祉避難所として1名

の受け入れをした。2か月間、災害の対応に追われたが、災害対策

基本計画の見直しの必要性も明らかになった。現在、外部の委員も

含めた検証チームを立ち上げて、福祉楽団のみならず、福祉施設の

災害対策について提言するべく検討を進めている。2020年3月末

までにはとりまとめる予定。
text : IIDA Daisuke
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取材当日に旦那さんが車で連れてきてくれ

た愛犬のミミィ。今や家族の中心的存在

ですが、もともとはお子さんの情操教育を

考えて飼い始めました。教育に熱心で“学

びたい欲”が強いという香取さんは、今年

はさらに「社会福祉士」の資格も取得しま

した。今後は母子支援に力を入れたいと

意気込む。活躍の広がりに乞うご期待！

たけ   ざわ

text : HARADA Takayuki
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6月末から入院中ですが、病院では「杜の家なりた」と違い、ボーっ
としていることが多いです。9月末で入院3か月となるので、「杜の家
なりた」を退所しなければいけないと思うと不安でなりません。戻れる
ことを願っています。

3か月以内に退院できない場合でも、即時に退
所を迫るようなことはありません。その都度、ご
相談しながら対応させていただきます。病気の状
態などにより特別養護老人ホームでの対応が難
しい場合や、入院が長期になる場合は一時的
に退所される人もいますが、病気やご家族の状
況を考慮していつでも再入居の相談に応じさせ
ていただきます。ご本人やご家族が安心できるよ
うサポートいたします。

嶽澤 直美
杜の家なりた
施設福祉サービス部 
生活支援課 
相談援助担当

※掲載しているご意見の内容は個人情報の保護の観点から編集をしています。

※ 2019年 12月10日時点の情報です
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● 専門職の派遣

社会福祉法人愛川舜寿会／社会福祉法人ゆうゆう／医療法人社団
オレンジ／総合在宅医療クリニック／社会福祉法人合掌苑／社会福
祉法人小田原福祉会／特定非営利法人抱樸／社会福祉法人国寿
会／社会福祉法人生活クラブ／社会福祉法人プレマ会

● 支援物資・寄付金等の提供

（個人情報の保護の観点から個人名の記載はしておりません）
社会福祉法人静和会及び職員のみなさま／株式会社シルバーウッド／
株式会社あおいけあ／株式会社芝山農園／南石材株式会社／ＪＡか
とり栗源集送センター／株式会社オオノ農園／有限会社木内自動車
／平山バラ園／インサイダーのみなさま／社会福祉法人はる／株式
会社ぐるんとびー／医療法人稲生会／株式会社公文教育研究会／
明治大学ボランティアグループ／安興寺／株式会社鹿島食品／株式

2019年ガクダンアワードは
大庭雄太さんが受賞

02
福祉楽団では、職員研修の一環として「栗源協働支援セン

ター」の西山啓介さんを11月2日～12月24日までの約2か

月間、アメリカのシアトルに派遣している。シアトル在住の日

本人家族、早川さん一家には障害のある24歳の息子さん

がいる。早川さん一家の支援と、アメリカという社会保障が

ない国での支援の在り方を考えること、職員自身が「日本

人」というマイノリティになる経験を通して、成長を期待する。

長期にわたる海外「福祉留学」は福祉楽団では初めて。

良いケア実践を共有しその年の優れた実践を表彰する「ガク

ダンアワード」は、「杜の家やしお」の大庭雄太さんが受賞しま

した。終末期だと言われて入居した高齢者を体重の変化から

終末期ではないことを見極めて、大好きだったタバコを吸える

ようにし、食事も食べるられるようにしたという実践報告。いま

は元気で「バリバリですよ！」と語る。大庭さんは、2018年に

山口大学経済学部を卒業し入職2年目、26歳の介護職員。

シアトル福祉留学
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2019年台風 15号等の被害により、「杜の家くりもと」「杜の

家やしお」「恋する豚研究所」の３拠点で自家発電装置が損

傷し使用できない状況が続いています。また、屋根の破損や

雨水の浸入などによる被害総額の概算は9,540万円となって

います。自家発電装置は、2020年3月の復旧を目指してい

ます。「恋する豚研究所」では、台風後の客数の減少と出荷

停止などにより9月、10月の売り上げは4割減少しています。

台風による被害は9,540万円に

C O V E R  S T O R Y

香取道子さん
香取CCC 相談員

ご利用者やご家族などからハガキやメールなどで
寄せられた「声」に対して、職員がお答えします。

V O I C E

ご
意
見

お
答
え
し
ま
す

会社ウルノ商事／株式会社ヒロロク／株式会社ウィズアイ／株式会社トップ
ランド／セコム株式会社／株式会社リブドゥコーポレーション／東京食品機
械株式会社／株式会社山信商店／千代田商工株式会社／東京藝術大学
DOORのみなさま／谷本食品株式会社／株式会社療食サービス／銚子商
工信用組合／川口建築／東和総合警備保障株式会社／有限会社佐原企
画／日本財団／みずほ銀行／長野県介護福祉士会／ teco株式会社／ケ
アコラボ株式会社／アトリエ・ワン／東京工業大学塚本研究室のみなさま／

KDDI株式会社／東京電力／日産自動車株式会社／社会福祉法人慈光
会／自伐型林業推進協会／スマイルケア有限会社／農業生産法人株式会
社いっぷく堂／埼玉りそな銀行／特定非営利活動法人つながるネットワー
ク八潮／立正大学ボランティア活動推進センター／株式会社日本経営／
株式会社ベストサポート／株式会社コッヘル／株式会社ウーレン

（順不同）

TOPICS

THANK YOU ! ～災害支援ありがとうございました～


